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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（平成２８年４月１日～平成２８年６月３０日）におけるわが国経済は、企業収益

は高水準を保ち、雇用・所得環境も改善傾向で推移しましたが、中国の景気減速やその他の新興国の成長鈍化な

どに加え、期末には英国のＥＵ離脱問題による急激な株安や円高の進行もあり、景気の先行きに不透明感が漂い

はじめました。

このような環境下にあって当社グループは、本年４月よりスタートした新中期経営計画「Ａｄｖａｎｃ

ｅ'１８」の基本方針である「収益拡大に向けた事業変革」のもと、将来市場を見据えたマーケット志向型事業

への転換を図り、高付加価値かつ高収益ビジネスの追求、技術革新と新規事業創出などにも注力しました。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は３７２億円（前年同期比９．９％減）、営業利益は１１億円

（同４８.６％増）、経常利益は１２億７千万円（同１８．３％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は８

億４千万円（同１４．０％増）となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較につ

いては、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

 

（繊維事業）

原糸分野は、国内外の連携によるグローバルな生産・販売により順調に推移しました。 

カジュアル分野は、国内販売が堅調に推移したものの、輸出が円高の影響を受け、収益面できびしい状況が続

きました。 

海外子会社におきましては、東南アジアは収益面で一部に改善が見られましたが、ブラジルは経済情勢悪化の

影響などにより低調でした。 

この結果、売上高は１７０億円（前年同期比１４．９％減）、営業利益は１億２千万円（同９．２％減）とな

りました。 

 

（化成品事業） 

自動車分野では、内装材向け軟質ウレタンフォームは自動車の国内生産台数が低水準で推移するなどきびしい

状況が続きましたが、海外の子会社におきましては、新規顧客の獲得などにより業績に回復の兆しが見られまし

た。また、フィルター向け不織布なども順調に推移しました。 

機能フィルム分野は、文具向け製品などが好調に推移し、半導体関連分野も堅調でした。 

住宅建材分野は、防水向け繊維補強資材やエクステリア商品などが順調でした。 

この結果、売上高は１３５億円（前年同期比４.７％増）、営業利益は３億６千万円（前年同期は営業損失８

千万円）となりました。 

 

（環境メカトロニクス事業） 

エレクトロニクス分野は、飲料容器の検査装置や半導体向け成分計が堅調に推移しました。 

エンジニアリング分野及びバイオメディカル分野は、いずれも低調でした。 

工作機械分野は、国内外の設備投資の不振を受け低調でした。 

この結果、売上高は３１億円（前年同期比３５．４％減）、営業損失は１千万円（前年同期は営業利益１億５

千万円）となりました。 

 

（食品・サービス事業） 

食品分野は、即席めん具材及びスープ市場向け製品が好調に推移しました。 

ホテル分野は、宿泊部門及び物販部門が堅調に推移しました。 

この結果、売上高は２３億円（前年同期比１．０％増）、営業利益は２億１千万円（同１３．０％増）となり

ました。 

 

（不動産事業） 

賃貸事業の推進に注力した結果、売上高は１０億円（前年同期比０．０％増）、営業利益は８億円（同０．

１％増）となりました。 

 

- 2 -

クラボウ（3106）　平成29年３月期　第１四半期決算短信



 

（２）財政状態に関する説明 

（資産、負債及び純資産の状況）

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、売上債権や投資有価証券が減少したことなどにより、１，７４４

億円と前連結会計年度末に比べ７１億円減少しました。

負債は、短期借入金は増加しましたが、仕入債務や賞与引当金が減少したことなどにより、８８７億円と前

連結会計年度末に比べ４０億円減少しました。

純資産は、その他有価証券評価差額金が減少したことなどにより、８５６億円と前連結会計年度末に比べ

３０億円減少しました。

以上の結果、自己資本比率は０．２ポイント上昇して４７．０％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

第２四半期（累計）（平成２８年４月１日～平成２８年９月３０日）及び通期（平成２８年４月１日～平成

２９年３月３１日）の連結業績予想につきましては、現時点では平成２８年５月９日に公表しました業績予想に

変更はありません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益（損失）に当該見積実効税率を乗じて計算してお

ります。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、

法定実効税率を使用する方法によっております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得し

た建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、この変更による当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微です。

 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当

第１四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 19,538 18,969 

受取手形及び売掛金 40,058 35,790 

有価証券 1 151 

商品及び製品 12,062 11,971 

仕掛品 8,004 9,260 

原材料及び貯蔵品 4,734 4,692 

その他 4,848 5,266 

貸倒引当金 △296 △269 

流動資産合計 88,951 85,833 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 25,579 25,387 

その他（純額） 28,736 28,349 

有形固定資産合計 54,316 53,737 

無形固定資産 797 722 

投資その他の資産    

投資有価証券 33,871 30,578 

その他 4,395 4,348 

貸倒引当金 △782 △795 

投資その他の資産合計 37,484 34,131 

固定資産合計 92,597 88,592 

資産合計 181,549 174,425 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 24,375 21,803 

短期借入金 24,438 25,835 

未払法人税等 1,183 403 

賞与引当金 1,344 509 

その他 10,965 11,365 

流動負債合計 62,306 59,918 

固定負債    

長期借入金 2,950 2,770 

役員退職慰労引当金 176 139 

退職給付に係る負債 11,275 11,377 

その他 16,080 14,531 

固定負債合計 30,483 28,819 

負債合計 92,790 88,737 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 22,040 22,040 

資本剰余金 18,207 17,459 

利益剰余金 48,508 48,216 

自己株式 △3,795 △3,048 

株主資本合計 84,959 84,668 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 9,497 7,211 

繰延ヘッジ損益 △162 △413 

為替換算調整勘定 △8,007 △8,220 

退職給付に係る調整累計額 △1,331 △1,209 

その他の包括利益累計額合計 △3 △2,631 

非支配株主持分 3,802 3,651 

純資産合計 88,759 85,687 

負債純資産合計 181,549 174,425 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 41,317 37,244 

売上原価 35,037 30,834 

売上総利益 6,279 6,409 

販売費及び一般管理費 5,534 5,302 

営業利益 745 1,107 

営業外収益    

受取利息 39 22 

受取配当金 358 379 

持分法による投資利益 7 13 

その他 143 152 

営業外収益合計 548 568 

営業外費用    

支払利息 116 102 

為替差損 － 186 

その他 97 109 

営業外費用合計 213 398 

経常利益 1,079 1,276 

特別損失    

事務所移転費用 － 30 

特別損失合計 － 30 

税金等調整前四半期純利益 1,079 1,246 

法人税等 321 352 

四半期純利益 757 893 

非支配株主に帰属する四半期純利益 19 51 

親会社株主に帰属する四半期純利益 738 842 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純利益 757 893 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1,929 △2,285 

繰延ヘッジ損益 △30 △251 

為替換算調整勘定 △595 △341 

退職給付に係る調整額 56 122 

持分法適用会社に対する持分相当額 5 △22 

その他の包括利益合計 1,364 △2,778 

四半期包括利益 2,122 △1,884 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 2,097 △1,786 

非支配株主に係る四半期包括利益 24 △98 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)２ 

  繊維事業 
化成品 
事業 

環境メカ 
トロニク 
ス事業 

食品・サー
ビス事業 

不動産 
事業 

計 

売上高                

外部顧客への 
売上高 

20,021 12,972 4,866 2,360 1,096 41,317 － 41,317 

セグメント間 
の内部売上高 
又は振替高 

25 6 26 9 108 175 △175 － 

計 20,047 12,978 4,892 2,369 1,205 41,493 △175 41,317 

セグメント利益 
又は損失（△） 

139 △89 157 188 807 1,203 △458 745 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△458百万円には、全社費用△459百万円及びその他の調整額１

百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない研究開発費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)２ 

  繊維事業 
化成品 
事業 

環境メカ 
トロニク 
ス事業 

食品・サー
ビス事業 

不動産 
事業 

計 

売上高                

外部顧客への 
売上高 

17,039 13,580 3,143 2,383 1,097 37,244 － 37,244 

セグメント間 
の内部売上高 
又は振替高 

26 3 104 9 109 253 △253 － 

計 17,066 13,584 3,247 2,393 1,206 37,498 △253 37,244 

セグメント利益 
又は損失（△） 

126 362 △16 213 808 1,495 △387 1,107 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△387百万円には、全社費用△387百万円及びその他の調整額

△０百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない研究開発費でありま

す。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当社グループは、将来の市場を見据えたマーケット志向型事業へ転換するため、平成28年４月１日から

従来の７つの事業セグメントの再編を実施しました。具体的には、これまで「繊維事業」に属していた不

織布、繊維補強資材分野を、市場が共通する「化成品事業」へ移管し、機械装置や環境をキーワードに事

業展開していた工作機械事業、エレクトロニクス事業、その他の事業（エンジニアリング事業及びバイオ

メディカル事業）を「環境メカトロニクス事業」として統合、さらに、食品事業とホテル経営等のサービ

ス事業を「食品・サービス事業」とし、「不動産事業」を合わせ、５つの事業セグメントとしました。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第１四半期連結累計期間の報告セグメントの

区分に基づき作成したものを開示しております。
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